
平成

三

年 月 日 金曜日

一二

山 口 県

（
三行

に
対

（定期）報

公行周公警 毎

第 号

処
分
の
内
容

平
成
二
十
八
年
九
月
一
日
か
ら
同

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
六
日

処
分
を
し
た
年
月
日

平
成
二
十
八
年
八
月
十
八
日

処
分
を
受
け
た
者
の
氏
名
、
事
務

氏

名

白
田

伸
次

事
務
所
の
所
在
地

宇
部
市
大
字

登

録

番

号

第
八
九
三
五

公

五
五
）
行
政
書
士
の
業
務
の
停
止

政
書
士
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律

し
、
そ
の
業
務
の
停
止
を
命
じ
ま

目

次

告政
書
士
の
業
務
の
停
止
（
市
町
課
）

南
都
市
計
画
道
路
の
変
更
の
案
に
関

安
委
告
示

備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
の
実
施

週
火
・
金
曜
日
発
行

年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

山
口
県
知

所
の
所
在
地
及
び
登
録
番
号

西
岐
波
二
五
二
一
番
地
三

〇
九
九
六
号 告

第
四
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に

し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

す
る
公
聴
会
の
開
催
（
都
市
計
画
課
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…お

け
る
業
務
の
停
止

事

村

岡

嗣

政

よ
り
、
次
の
と
お
り
行
政
書
士

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

平 成 年
月 日

（金曜日）

五

そ
の
他

公
聴
会
に
関
す
る
問
合

木
建
築
部
都
市
計
画
課
に

な
お
、
郵
送
の
場
合
は

公
述
申
出
書
を
提
出
し

聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述

公
聴
会
の
運
営
を
円
滑

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

及
び

に
掲
げ
る
場

者
又
は
公
聴
会
に
お
い
て

変
更
す
る
周
南
都
市
計

次
の
と
お
り
と
す
る
。

変
更
す
る
周
南
都
市
計

次
の
と
お
り
と
す
る
。

四

公
述
の
申
出
の
手
続

公
聴
会
に
出
席
し
て
意

ま
で
に
、
意
見
の
要
旨
及

申
出
書
」
と
い
う
。
）
を

一

開
催
の
日
時

平
成
二
十
八
年
九
月
十
六

二

開
催
の
場
所

光
市
浅
江
三
丁
目
一
八
番

光
市
立
浅
江
コ
ミ
ュ
ニ

三

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を

変
更
す
る
周
南
都
市
計

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
三
五
六
）
周
南
都
市
計
画
道

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三

画
道
路
の
変
更
の
案
に
関
す
る

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十

せ
は
、
山
口
県
土
木
建
築
部
都
市

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

、
平
成
二
十
八
年
九
月
九
日
ま
で

た
者
の
う
ち
、
同
種
の
意
見
を
有

べ
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
選
定
す

に
す
る
た
め
、
必
要
が
あ
る
場
合

合
に
お
い
て
は
、
理
由
を
付
し
て

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
者

画
道
路
三
・
四
・
百
三
虹
ヶ
丘
森

画
道
路
三
・
五
・
百
八
瀬
戸
風
線

見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
平

び
そ
の
理
由
並
び
に
住
所
及
び
氏

山
口
市
滝
町
一
番
一
号
（
郵
便
番

日
（
金
曜
日
）
午
後
二
時

一
一
号

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

聴
こ
う
と
す
る
都
市
計
画
の
案

画
道
路
三
・
三
・
百
一
国
道
百
八

路
の
変
更
の
案
に
関
す
る
公
聴
会

年
法
律
第
百
号
）
第
十
六
条
第
一

公
聴
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

六
日

山
口

一

計
画
課
（
電
話
〇
八
三

九
三
三

の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す

す
る
者
が
多
数
あ
る
場
合
に
は
、

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

に
は
、
意
見
を
述
べ
る
時
間
を
制

そ
の
旨
を
公
述
申
出
書
を
提
出
し

に
通
知
し
ま
す
。

ヶ
峠
線

成
二
十
八
年
九
月
九
日
（
金
曜
日

名
を
記
載
し
た
書
面
（
以
下
「
公

号
七
五
三

八
五
〇
一
）
山
口
県

十
八
号
虹
ヶ
浜
室
積
線

の
開
催

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
周
南
都
市

す
。

県
知
事

村

岡

嗣

政

。公限た ）述土 計

公

告



平成 年 月 日 金曜日 山 口

一
号

一

（定期）県 報

縦
覧

山
警

第 号

七
日
（
金
曜
日
）
の
午
前
九
時

場
所

山
口
市
湯
田
温
泉
五
丁

八
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第

備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
修

と
い
う
。
）
の
交
付
を
受
け
て

平
成
二
十
八
年
十
月
三
日

午
後
五
時
三
十
分
ま
で
及
び
同

イ

追
加
取
得
講
習
（
講
習
規
則

以
下
同
じ
。
）

平
成
二
十
八
年
十
月
六
日

の
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
六
日

講
習
の
日
時
及
び
場
所
、
講
習
を

日
時

ア

新
規
取
得
講
習
（
法
第
二
十

員
指
導
教
育
責
任
者
及
び
機
械

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、

に
供
し
ま
す
。
）公

安

委

口
県
公
安
委
員
会
告
示
第
四

備
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第

三
七
三
三
）
に
し
て
く
だ
さ
い
。

関
係
図
書
は
、
次
の
場
所
に
お

山
口
市
滝
町
一
番
一
号

山
口
県
土
木
建
築
部
都
市
計

周
南
市
毛
利
町
二
丁
目
三
八

周
南
土
木
建
築
事
務
所

光
市
中
央
六
丁
目
一
番
一
号

光
市
建
設
部
都
市
政
策
課

か
ら
午
後
四
時
十
五
分
ま
で

目
一
番
一
号

カ
リ
エ
ン
テ
山

二
号
。
以
下
「
講
習
規
則
」
と

了
証
明
書
（
以
下
「
警
備
員
指

い
な
い
者
に
対
し
て
行
う
講
習

（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
六
日
（
木

月
七
日
（
金
曜
日
）
の
午
前
九

第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指

（
木
曜
日
）
の
午
前
九
時
か
ら
午

を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。山

行
う
警
備
業
務
の
区
分
並
び
に

二
条
第
二
項
の
警
備
員
指
導
教

警
備
業
務
管
理
者
に
係
る
講
習

そ
の
関
係
書
類
を
五
の

の
関

員

会

十
七
号

百
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い

い
て
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

画
課

口
（
山
口
県
婦
人
教
育
文
化
会

い
う
。
）
第
七
条
第
一
項
の
警

導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
等
」

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

曜
日
）
ま
で
の
午
前
九
時
か
ら

時
か
ら
午
後
五
時
二
十
分
ま
で

導
教
育
責
任
者
講
習
を
い
う
。

後
五
時
三
十
分
ま
で
及
び
同
月

口
県
公
安
委
員
会

受
講
者
の
定
員

育
責
任
者
資
格
者
証
又
は
警
備

等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十

係
図
書
の
縦
覧
場
所
に
お
い
て

う
。
）
第
二
十
二
条
第
二
項
第

六

提
出
書
類

警
備
員
指
導
教
育
責
任

三

受
講
申
込
書
の
受
付
期
間

平
成
二
十
八
年
九
月
五
日

た
だ
し
、
受
付
期
間
内
で

は
、
受
付
を
締
め
切
る
も
の

四

受
講
申
込
書
の
提
出
先

山
口
県
内
の
最
寄
り
の
警

五

受
講
申
込
書
の
提
出
方
法

受
講
申
込
書
は
、
持
参
し

六
十
一
年
国
家
公
安
委

項
に
規
定
す
る
一
級
の

オ

旧
検
定
規
則
第
一
条

限
る
。
）
に
合
格
し
た

第
三
号
警
備
業
務
に
従

追
加
取
得
講
習

第
三
号
警
備
業
務
以
外

交
付
を
受
け
て
い
る
者
で

イ

警
備
員
等
の
検
定
等

下
「
検
定
規
則
」
と
い

も
の
に
限
る
。
）
に
係

い
う
。
）
の
交
付
を
受

ウ

検
定
規
則
第
四
条
に

に
係
る
合
格
証
明
書
の

受
け
た
後
、
継
続
し
て

エ

検
定
規
則
附
則
第
三

館
）講

習
を
行
う
警
備
業
務

法
第
二
条
第
一
項
第
三

受
講
者
の
定
員

二
十

二

講
習
対
象
者

新
規
取
得
講
習

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

ア

最
近
五
年
間
に
第
三

者
講
習
受
講
申
込
書
（
講
習
規
則

（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
九
日
（
金

あ
っ
て
も
、
申
込
者
の
人
数
が
受

と
す
る
。

察
署

て
提
出
す
る
も
の
と
し
、
郵
便
に

員
会
規
則
第
五
号
。
以
下
「
旧
検

検
定
（
第
三
号
警
備
業
務
に
係
る

第
二
項
に
規
定
す
る
二
級
の
検
定

警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
検
定
に

事
し
て
い
る
も
の

の
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備

あ
っ
て
、
か
つ
、

の
ア
か
ら
オ

に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
国

う
。
）
第
四
条
に
規
定
す
る
一
級

る
法
第
二
十
三
条
第
四
項
の
合
格

け
て
い
る
者

規
定
す
る
二
級
の
検
定
（
第
三
号

交
付
を
受
け
て
い
る
警
備
員
で
あ

一
年
以
上
第
三
号
警
備
業
務
に
従

条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
警
備

の
区
分

号
に
規
定
す
る
業
務
（
以
下
「
第

人す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

号
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が

別
記
様
式
第
一
号
に
よ
る
こ
と
。

曜
日
）
ま
で

講
者
の
定
員
の
数
に
達
し
た
と

よ
る
も
の
は
、
受
け
付
け
な
い
。

定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第

も
の
に
限
る
。
）
に
合
格
し
た
者

（
第
三
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の

合
格
し
た
後
、
継
続
し
て
一
年
以

員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
等

ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
号
。

の
検
定
（
第
三
号
警
備
業
務
に
係

証
明
書
（
以
下
「
合
格
証
明
書
」

警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。

っ
て
、
当
該
合
格
証
明
書
の
交
付

事
し
て
い
る
も
の

員
等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
（
昭

三
号
警
備
業
務
」
と
い
う
。
）

通
算
し
て
三
年
以
上
で
あ
る
者

二

） き 二に上の 以ると）を和

公

安

委

員

会



平成 年 月 日 金曜日

一

山 口 県

八
す

九
察便宛

（定期）報

七
よ白

第 号

七
日
（
金
曜
日
）
の
午
前
九
時

場
所

山
口
市
湯
田
温
泉
五
丁

講
習
の
日
時
及
び
場
所
、
講
習
を

日
時

ア

新
規
取
得
講
習

平
成
二
十
八
年
十
月
三
日

午
後
五
時
三
十
分
ま
で
及
び
同

イ

追
加
取
得
講
習

平
成
二
十
八
年
十
月
六
日

講
習
の
実
施
の
委
託

講
習
は
、
山
口
市
宮
島
町
五
番
一

る
。

そ
の
他

こ
の
講
習
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は

本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画

で
問
い
合
わ
せ
る
場
合
は
、
往
復

先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
の

写
真
（
縦
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

た
無
帽
、
正
面
向
き
、
上
半
身
像

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格

除
く
。
）

受
講
手
数
料

新
規
取
得
講
習
を
受
講
し
よ
う
と

う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
一
万
四

欄
に
貼
る
こ
と
。
こ
の
収
入
証
紙

二
の

の
ア
に
該
当
す
る
者
に

業
務
の
従
事
期
間
に
関
す
る
証
明

二
の

の
イ
に
該
当
す
る
者
に
あ

ウ
に
該
当
す
る
者
に
あ
っ
て
は
二

従
事
証
明
書
、
二
の

の
エ
に
該

条
の
合
格
証
の
写
し
、
二
の

の

則
第
八
条
の
合
格
証
の
写
し
及
び

か
ら
午
前
十
一
時
三
十
五
分
ま

目
一
番
一
号

カ
リ
エ
ン
テ
山

行
う
警
備
業
務
の
区
分
並
び
に

（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
六
日
（
木

月
七
日
（
金
曜
日
）
の
午
前
九

（
木
曜
日
）
の
午
前
九
時
か
ら
午

三
号

一
般
社
団
法
人
山
口
県

、
最
寄
り
の
警
察
署
又
は
山
口

課
（
電
話
〇
八
三

九
三
三

は
が
き
を
使
用
す
る
か
、
又
は

上
す
る
こ
と
。

、
横
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
し

及
び
無
背
景
の
も
の
と
す
る
。

者
証
等
の
写
し
（
新
規
取
得
講

す
る
者
に
あ
っ
て
は
三
万
八
千

千
円
に
相
当
す
る
山
口
県
収
入

に
は
、
消
印
を
し
な
い
こ
と
。

あ
っ
て
は
履
歴
書
及
び
警
備
業

書
（
以
下
「
第
三
号
警
備
業
務

っ
て
は
一
級
の
検
定
に
係
る
合

級
の
検
定
に
係
る
合
格
証
明
書

当
す
る
者
に
あ
っ
て
は
一
級
の

オ
に
該
当
す
る
者
に
あ
っ
て
は

第
三
号
警
備
業
務
従
事
証
明
書

で口
（
山
口
県
婦
人
教
育
文
化
会

受
講
者
の
定
員

曜
日
）
ま
で
の
午
前
九
時
か
ら

時
か
ら
午
後
零
時
四
十
分
ま
で

後
五
時
三
十
分
ま
で
及
び
同
月

警
備
業
協
会
に
委
託
し
て
実
施

市
滝
町
一
番
一
号

山
口
県
警

〇
一
一
〇
）
に
す
る
こ
と
。
郵

八
十
二
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た

、
申
込
前
六
月
以
内
に
撮
影
し

）習
を
受
講
し
よ
う
と
す
る
者
を

円
、
追
加
取
得
講
習
を
受
講
し

証
紙
を
受
講
申
込
書
の
下
部
余

者
等
が
発
行
す
る
第
三
号
警
備

従
事
証
明
書
」
と
い
う
。
）
、

格
証
明
書
の
写
し
、
二
の

の

の
写
し
及
び
第
三
号
警
備
業
務

検
定
に
係
る
旧
検
定
規
則
第
八

二
級
の
検
定
に
係
る
旧
検
定
規

講
習
は
、
山
口
市
宮
島
町

す
る
。

九

そ
の
他

た
無
帽
、
正
面
向
き
、
上

警
備
員
指
導
教
育
責
任

除
く
。
）

七

受
講
手
数
料

新
規
取
得
講
習
を
受
講
し

よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は

に
貼
る
こ
と
。
こ
の
収
入
証

八

講
習
の
実
施
の
委
託

四

受
講
申
込
書
の
提
出
先

山
口
県
内
の
最
寄
り
の
警

五

受
講
申
込
書
の
提
出
方
法

受
講
申
込
書
は
、
持
参
し

六

提
出
書
類

警
備
員
指
導
教
育
責
任

履
歴
書
及
び
警
備
業
者

写
真
（
縦
三
セ
ン
チ
メ

追
加
取
得
講
習

第
四
号
警
備
業
務
以
外

交
付
を
受
け
て
い
る
者
で

が
通
算
し
て
三
年
以
上
で

三

受
講
申
込
書
の
受
付
期
間

平
成
二
十
八
年
九
月
五
日

た
だ
し
、
受
付
期
間
内
で

は
、
受
付
を
締
め
切
る
も
の

館
）講

習
を
行
う
警
備
業
務

法
第
二
条
第
一
項
第
四

受
講
者
の
定
員

二
十

二

講
習
対
象
者

新
規
取
得
講
習

最
近
五
年
間
に
第
四
号

五
番
一
三
号

一
般
社
団
法
人
山

半
身
像
及
び
無
背
景
の
も
の
と
す

者
資
格
者
証
等
の
写
し
（
新
規
取

よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
三
万

一
万
円
に
相
当
す
る
山
口
県
収
入

紙
に
は
、
消
印
を
し
な
い
こ
と
。

察
署

て
提
出
す
る
も
の
と
し
、
郵
便
に

者
講
習
受
講
申
込
書
（
講
習
規
則

等
が
発
行
す
る
第
四
号
警
備
業
務

ー
ト
ル
、
横
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備

あ
っ
て
、
か
つ
、
最
近
五
年
間
に

あ
る
者

（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
九
日
（
金

あ
っ
て
も
、
申
込
者
の
人
数
が
受

と
す
る
。

の
区
分

号
に
規
定
す
る
業
務
（
以
下
「
第

人警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通

三

口
県
警
備
業
協
会
に
委
託
し
て
実

る
。
）

得
講
習
を
受
講
し
よ
う
と
す
る
者

四
千
円
、
追
加
取
得
講
習
を
受
講

証
紙
を
受
講
申
込
書
の
下
部
余
白

よ
る
も
の
は
、
受
け
付
け
な
い
。

別
記
様
式
第
一
号
に
よ
る
こ
と
。

の
従
事
期
間
に
関
す
る
証
明
書

と
し
、
申
込
前
六
月
以
内
に
撮
影

員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
等

第
四
号
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期

曜
日
）
ま
で

講
者
の
定
員
の
数
に
達
し
た
と

四
号
警
備
業
務
」
と
い
う
。
）

算
し
て
三
年
以
上
で
あ
る
者

施 をし欄 ）し の間き



平
成
二

平
成
二

平成 年 月 日 金曜日 山 口 （定期）県 報 第 号

察便宛十
八
年
八
月
二
十
六
日
印
刷

十
八
年
八
月
二
十
六
日
発
行

こ
の
講
習
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は

本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画

で
問
い
合
わ
せ
る
場
合
は
、
往
復

先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
の

発
行
所

山

口

発
行
人

山
口
県

、
最
寄
り
の
警
察
署
又
は
山
口

課
（
電
話
〇
八
三

九
三
三

は
が
き
を
使
用
す
る
か
、
又
は

上
す
る
こ
と
。

県

庁
知
事

市
滝
町
一
番
一
号

山
口
県
警

〇
一
一
〇
）
に
す
る
こ
と
。
郵

八
十
二
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た

四


